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入
園
所
の
受
け
付
け
を
開
始

認
可
保
育
園
（
所
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園

〒
６
６
６
―
８
５
０
１
・
入
園
所

相
談
課
（
郵
便
番
号
と
課
名
で
届

き
ま
す
）
へ
。
特
定
記
録
や
簡
易

書
留
な
ど
記
録
が
残
る
郵
便
方
法

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
現
在
入
所
待
機
中
の
人
も
申
請

が
必
要

　
９
月
選
考
で
入
所
待
機
と
な
っ

て
い
る
人
で
、
令
和
６
年
４
月
以

降
も
選
考
を
希
望
す
る
場
合
、
新

規
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
10

〜
12
月
選
考
で
入
所
待
機
と
な
っ

た
人
は
手
続
き
不
要
で
す
。

幼
稚
園
と
認
定
こ
ど
も
園
の

１
号
認
定

▼
市
立

　
対
象
は
市
内
に
保
護
者
と
居
住

し
、
住
民
登
録
が
あ
る
３
〜
５
歳

児
（
平
成
30
年
４
月
２
日
〜
令
和

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）。
た
だ

し
、
３
歳
児
（
令
和
２
年
４
月
２

日
〜
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）は
、

こ
ど
も
園
の
み
が
対
象
で
す
。

　
募
集
説
明
会
な
ど
詳
し
く
は
下

の
通
り
（
願
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

　
９
月
か
ら
、認
可
保
育
所
（
園
）

や
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
令

和
６
年
４
月
入
園
所
の
受
け
付
け

を
開
始
。
受
付
期
間
や
手
続
き
は

認
定
区
分
で
異
な
り
ま
す
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
特
別
支
援

が
必
要
な
人
は
、
手
続
き
前
に

教
育
保
育
課
（
特
別
支
援
担
当
）

０
７
２（
７
４
０
）１
４
０
１
へ
。

認
可
保
育
所
（
園
）
と

認
定
こ
ど
も
園
２・３
号
認
定

　
対
象
は
保
護
者
が
働
い
て
い
る

な
ど
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
未
就
学
児
（
令
和
６

年
２
月
４
日
㈰
ま
で
に
出
生
予
定

の
子
ど
も
を
含
む
）
で
す
。

　

希
望
者
は
９
月
１
日
㈮
か
ら
市

役
所
３
階
の
入
園
所
相
談
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〈
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
〉
に
も
掲
載
）
に
必
要

事
項
を
書
き
、
９
月
11
日
㈪
〜
11

月
10
日
㈮
午
後
５
時
（
必
着
）
に

「はたちの抱負」を壇上で語る人を募集
　令和６年１月８日㈷開催のはたちのつどいで「はたちの抱負」を発表
する人を２人程度募集します（応募多数の場合は選考）。
▶対象＝平成 15 年４月２日～ 16 年４月１日に生まれた人
▶申し込み＝郵送かメールで、「はたちの抱負」がテーマの作文（1,000
字程度）に、住所、氏名、電話番号、生年月日を 10 月６日㈮までに、
〒 666 ー 0033・栄町 25 ー１アステ川西５階の生涯学習課へ

生涯学習課　 072（740）1244・ kawa0067@city.kawanishi.lg.jp問い合わせ

「自分たちの式典」を一緒に盛り上げる人を募集
　はたちのつどいで「司会進行」と「特技の披露」を行う人を募集します。
個人や団体での応募可（応募多数の場合は選考）。
▶対象＝平成 15 年４月２日～ 16 年４月１日に生まれた人
▶申し込み＝郵送かメールで、動機（特技の場合は内容も）を 200文字
以内にまとめて、住所、氏名、電話番号、生年月日を添えて、10月 31日
㈫までに、〒666ー 0033・栄町 25―１アステ川西５階の生涯学習課へ

はたちのつどい決意新たに
登壇者や司会進行者を募集

　
教
育
の
在
り
方
を
定
め
る
「
教

育
大
綱
」。
策
定
に
向
け
、６
〜
７

月
に
、
市
長
と
教
育
長
ら
が
市
内

の
全
中
学
校
と
、特
別
支
援
学
校

を
訪
問
し
、
児
童
・
生
徒
と
、学

校
生
活
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
７
月
22

日
〜
８
月
６
日
、「
市
長
と
語
る

か
わ
に
しM

eeting

―
学
校
教

育
の
ミ
ラ
イ
」
を
開
催
。
各
地
域

の
皆
さ
ん
と
対
話
し
ま
し
た
。

学
び
の
形
に
進
化

　
市
で
は
、
４
月
か
ら
中
学
校
で

少
人
数
授
業
を
導
入
。
英
語
・
数

学
の
学
力
定
着
に
向
け
、
少
人
数

で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
の
、「
少
人
数
制

に
は
賛
成
だ
が
、
先
生
に
よ
っ
て

分
か
り
や
す
さ
な
ど
に
差
が
出
な

い
よ
う
な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い

る
の
か
」
と
発
言
に
対
し
て
、「
教

員
の
資
質
向
上
は
重
要
で
あ
り
、

教
員
研
修
は
精
力
的
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
少
人

数
制
授
業
を
充
実
さ
せ
て
い
く
と

と
も
に
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協

働
的
な
学
び
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
石
田
教
育
長
。

　
越
田
市
長
は
「
教
員
の
教
え
方

な
ど
、
生
徒
の
声
を
受
け
て
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
子
ど
も

の
発
言
や
提
案
で
、
世
の
中
が
少

し
変
わ
っ
た
と
実
感
し
て
も
ら
え

る
こ
と
を
、
教
育
大
綱
の
中
で
生

み
出
せ
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

自
転
車
通
学
を
検
討

　
対
話
の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
認

め
て
い
な
い
自
転
車
通
学
に
つ
い

て
の
意
見
も
出
ま
し
た
。
市
長
は

「
駐
輪
場
建
設
や
道
路
整
備
な
ど

の
課
題
の
他
、
最
も
懸
念
し
て
い

る
の
は
安
全
面
。
事
故
が
起
き
な

い
、
起
こ
さ
な
い
た
め
の
対
策
が

必
要
。
そ
れ
ら
の
課
題
と
向
き
合

い
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

市
内
各
地
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

教
育
子
ど
も
の
声
を
形
に

問
い
合
わ
せ　
政
策
創
造
課　

０
７
２（
７
４
０
）１
１
２
０

問
い
合
わ
せ　
入
園
所
相
談
課　

０
７
２（
７
４
０
）１
１
７
５

８１

説 明 会
願 書 の 配 布
願書の受け付け

説 明 会
願 書 の 配 布
願書の受け付け

10 月２日㈪午後２時―２時半
10 月２日・３日㈫の午後２時―３時
10 月２日～６日㈮※

市立こども園・幼稚園（１号認定）募集説明会

４月入園所
予定の子ども

対象

※時間は各園で指定。募集人数超過の場合は抽選で決定

10 月２日㈪午後３時―３時半
10 月２日・３日㈫の午後３時―４時
10 月５日㈭・６日㈮※

こども園

幼稚園

　
清
和
台
幼
稚
園
・
東
谷
幼
稚
園

は
、
令
和
６
年
入
園
児
童
の
募
集

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

市
立
幼
稚
園
の
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▼
私
立

　

募
集
説
明
会
や
願
書
の
配
布
、

受
け
付
け
は
各
園
で
実
施
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

の
施
設
に
、
直
接
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

４月入所の
手続の詳細
はこちら

詳しくは
こ ち ら


